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おはなし会
　５月６日㈬㈷
　午前11時～　ボランティアのおはなし会
　午後２時～　昔話ワールド

マンガピクニック広場
　５月９日㈯～10日㈰　午後１時～４時
　青空の下でマンガを読もう！
※雨天の場合は館内に変更します。

講演「マンガって魅力的☆」
　５月10日㈰　午前11時～12時
　�NPO法人マンガミュージアム
　プロジェクト代表　橋
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「桜の里菊池」メッセージ絵本完成！
　世界に１つしかない桜の形をしたすてきな絵本を作りま
した。

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
各地のガイドブックも置いてい
ます。ゴールデンウィークなど
に活用してみてください。

メロン

耳より情報

泗水図書館
　禁忌
   十二の肖像画による十二の物語
   有頂天家族　二代目の帰朝 
   恋形見 
   レオナルドの扉
   ２１世紀の資本
   死の体験授業
   東京駅をつくった男
　トヤのひっこし
中央公民館
　跳びはねる思考
   ハリー・ポッターの魔法ワールド大図鑑 
   僕はまだがんばれる
   神様の裏の顔 
   冷たい晩餐
   テーマパークの黒髪人形 
   ぼくのニセモノをつくるには 
七城公民館図書室
　世界で最初の音
   ラスト・ワルツ
   はじめまして  
   ネコがすきな船長のおはなし
旭志公民館図書室
　図書館の魔女　鳥の伝言
   世界一美しい自然現象図鑑
   あまねく神竜住まう国
   ペンギンきょうだい　バスのたび 
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泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

中央図書室 旭志図書室

リサイクル図書
をお配りします

♪

５月６日㈬㈷　午前 10 時～
図書館で利用しなくなった本を無料配布します。
※無くなり次第終了します。

毎週水曜日は午後７時まで
開いています！

　泗水図書館では多くの人に利用していただけるよ
う、毎週水曜日の開館時間を延長しています。どう
ぞご利用ください。

泗水図書館からのお得情報
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